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●薬物乱用とは？ 

 

 

 

薬物乱用の恐ろしさは、「依存性」と「耐性」です。 

 

 

 

 

 

 

 

1 回だけと思って始めた人も、薬物の“依存性”と“耐性”によって使用する量や回数がどんどん増

えていき、どうしようもない悪循環に陥ります。もはやそうなると自分の意志だけでは止めることはで

きません。 

●乱用される薬物 

乱用される薬物は、私たちの一番大切な脳（中枢神経）を 破壊します。 乱用される 

薬物の作用は、脳への影響によって次のように分けられます。 
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●身体への影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●薬物乱用が社会にもたらす影響        医療用麻薬の誤解について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●薬物乱用を防止するために 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年、薬物犯罪の報道が相次いで発生しており、その乱用が社会問題となっています。違法薬

物の使用、所持は法律違反であるばかりでなく、身体、精神に重大な後遺症を残すおそれがあり

ます。正確な知識をもち、違法な薬物には手をださないことが最も大切なことです。 

 薬物乱用の危険性は身近にあり、自分には関係ないと思わないこと。 

 誘われても「ダメ。 ゼッタイ。」と断る勇気を持つこと。 

 一人で悩まないで友人や家族に何でも相談すること。 

 薬物の乱用により、幻覚、 妄想が現れ、

傷害事件や交通事故につながる。 

 

 薬物を入手するための金欲しさに無理な

借金や売春、恐喝事件、窃盗事件を起こ

すことも少なくない。 

 

 薬物におぼれ、何よりも薬物を優先するよ

うになると、友達や家族を騙したり、暴言や

暴力で傷つけてしまうこともある。 

＜参考＞ 薬物乱用防止に関する情報 - 厚生労働省 

薬物乱用とは、社会のルールからはずれた方法

や目的で、薬物を使うことです。1 回使用しただけで

も乱用にあたります。 

痛みのコントロールでは、しばしば「医

療用麻薬」が使われます。麻薬中毒のイ

メージから、医療用麻薬を敬遠され、痛み

を我慢して過ごしている方も少なくありま

せん。 

医療用麻薬は、痛みがある状態で

使用すると、中毒にならないことが分

かっています。 

痛みで困っている場合は、我慢せずに

医師に相談しましょう。 

危険ドラッグとは、覚醒剤・大麻に化学構造を似せて作ら

れた物質などが添加されたもので、どんな影響が身体に

出るのかわからず、乱用による健康被害が発生しており、

死に至る可能性があります。 

覚せい剤、コカイン 

 

あへん系麻薬（ヘロインなど） 

大麻（マリファナ） 

有機溶剤（シンナーなど） 

向精神薬注） 

依存性：薬物を、繰り返し使わずにはいられなくな

り、薬物をやめたくても自分の意志ではやめられな

くなってしまう。 

耐性：使用を繰り返しているうちに、それまでの量

では効かなくなり、薬物の使用量が増える。 
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タンパク尿 

 

記憶力低下、認知障害 

幻覚・妄想 

 

食欲不振、黄疸、腹水 

 

視力低下、失明 

 

歯がぼろぼろになる 

 

咳が出る 

 

血圧上昇 

 

胃痛、吐き気、嘔吐 

 

貧血 

 

生理不順、生殖能力の低下 
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注）医師の診断のもと、 適正に使用されているものを除く。

合法＝安全 合法＝捕まらない 

合法と偽って販売され
ていることがあるので注
意してください！！ 


